
電気の「見える化」「理解る化」で
「我慢の節電」から「賢い省エネ」へ  

大阪府大阪市北区西天満4-14-3 
TEL：06-6367-1670／FAX：06-6367-1690 

久保田 宏行 

日本テクノ株式会社 

講演日：２０１３年８月１日（木） 
会場：大阪府咲洲庁舎30階 共用会議室 

おおさかスマートエネルギー協議会  
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日本テクノ株式会社 

会社概要 



商    号       日本テクノ株式会社 

本社所在地   東京都新宿区西新宿１丁目２５番１号 新宿センタービル５１階 

設立年月日     １９９５年４月４日 設立 

資 本 金       ５億７，１９４万円 

代表者 代表取締役社長 馬本 英一 

従業員数       
８４１名（派遣社員９名含む） ※２０１３年４月１日現在 

※業務提携の電気管理技術者 ８２９名（日本テクノ協力会・日電協所属）  

決 算 期       １２月 

事業内容       キュービクル常時監視システム販売および 

         電力自由化コンサルティング高圧電気設備保安管理・点検業務 

          一般電気工事 

          電力取引事業 

官公庁許認可等 電気工事業者 経済産業大臣 登録 第１１００３号                           

本社 
首都圏第一・二支店 
札幌営業所 
苫小牧営業所 
盛岡営業所 
仙台営業所 
郡山営業所 
宇都宮営業所 
さいたま第一・二営業所 

西埼玉 
熊谷営業所 
高崎営業所 
新潟営業所 

つくば営業所 

水戸営業所 

柏営業所 

千葉営業所 

相模原営業所 

横浜営業所 

藤沢営業所 

横須賀営業所 

甲府営業所 

長野営業所 

沼津営業所 

静岡営業所 

浜松営業所 

名古屋第一・二営業所 

岡崎営業所 

岐阜営業所 

三重営業所 

金沢営業所 

京都営業所 

滋賀営業所 

大阪第一・第二 

堺営業所 

姫路営業所 

神戸営業所 

岡山営業所 

広島営業所 

山口営業所 

高松営業所 
松山営業所 
北九州営業所 
福岡第一・二営業所 

大分営業所 

熊本営業所 

鹿児島営業所 

沖縄営業所 

ソーラーパワービル 
テクノ・サテライト・オフィス 
旭川サービスセンター 

函館サービスセンター 

足利サービスセンター 
土浦サービスセンター 

さいたまサービスセンター 

千葉サービスセンター 

城北サービスセンター 
品川サービスセンター 

名古屋サービスセンター 
大阪サービスセンター 
福岡サービスセンター 
長崎サービスセンター 

宮崎サービスセンター 

事業所一覧（全６３拠点） 

１－１．会社概要 

【 売上高の推移 】   単位：百万円 

（注）２００７年１２月期は決算期変更の為、４ヶ月決算 

（注） 



１－２．会社概要 「事業概要」 

特許 Ｐ-４８５２７７６ 

施設内エネルギー需給 

合理化システム 

特許 Ｐ-４６００９４６ 

小売顧客数 

６，５００件 
 （２０１３．１．１現在） 

保安管理業務外部委託数 ４１，６３１件 

電力マネジメントシステム導入数 ３７，５４０件 

導入数 ６００棟 工事会社 １，７２１社 （2013.03.01現在） 



日本テクノ株式会社 

電気料金の推移 



・・・ 赤色の四角で囲まれた所は、電気料金の値上げを既に実施又は実施予定の電力会社です。 
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２－１．電気料金の推移 「全国１０社の現状」 

全国１０電力会社の「契約電力５００ｋＷ未満 産業系 標準プラン その他季」の料金単価の推移 

増加
¥2.68  
約25% 

平成25年7月～ 

増加
¥2.90  
約23% 

平成24年4月～ 

増加
¥2.44  
約21% 

平成25年4月～ 

増加
¥2.42  
約19% 

平成25年7月～ 

増加
¥1.34  
約14% 

平成25年4月～ 



２－２．電気料金の推移 「５社の値上げ金額」 

【電力量料金単価 値上げイメージ】 月間使用量１０，０００ ｋＷｈ の 工場の例 
※各電力会社の産業系の標準プランの料金単価により算出（電力量料金はその他季の単価） 

値上げ前 値上げ後 増加額 増加率

東北 \108,300 \135,100 \26,800 25%

東京 \125,100 \154,100 \29,000 23%

関西 \115,300 \139,700 \24,400 21%

四国 \124,200 \148,400 \24,200 19%

九州 \92,800 \106,200 \13,400 14%
＊燃料費調整額、太陽光発電促進付加金、再生可能エネルギー発電促進賦課金は含みません。考慮すると更に、負担額が増します。 

電力会社毎の「月間の値上げ」金額（概算） 

値上げ
開始月 

平成25年

7月～ 

平成24年

4月～ 

平成25年

4月～ 

平成25年

7月～ 

平成25年

4月～ 



＊燃料費調整額、太陽光発電促進付加金、再生可能エネルギー発電促進賦課金は含みません。 

２－３．電気料金の推移 「全国１０社の月額比較」 

【試算条件】 契約電力１００ ｋＷ、月間使用量１０，０００ ｋＷｈ の 工場 

         各電力会社の産業系の標準プランの料金単価により算出（電力量料金はその他季の単価） 

電力会社 料金プラン 電気料金 ③＝①＋② 基本料金 ① 使用料金 ② 

東北 高圧電力 ２９万５７５０円 １位 １６万０６５０円 ３位 １３万５１００円 ４位 

北海道 高圧電力 ２７万２７９８円 ２位 １６万６８９８円 １位 １０万５９００円 ９位 

九州 産業用電力A ２７万２２０５円 ３位 １６万６００５円 ２位 １０万６２００円 ８位 

沖縄 高圧電力A ２６万３４９８円  ４位 １３万１１９８円  ４位 １３万２３００円  ５位 

東京 高圧電力A ２５万８９６９円 ５位 １０万４８６９円 ８位 １５万４１００円 １位 

四国 高圧電力A ２５万３３７５円 ６位 １０万４９７５円 ７位 １４万８４００円 ２位 

関西 高圧電力BS ２５万２１５５円 ７位 １１万２４５５円 ５位 １３万９７００円 ３位 

中国 高圧電力A ２２万９６５３円 ８位 １０万０８５３円 １０位 １２万８８００円 ６位 

中部 高圧プランL ２２万８６５５円 ９位 １０万３９５５円 ９位 １２万４７００円 ７位 

北陸 高圧電力A ２１万０２０８円 １０位 １０万６２０８円 ６位 １０万４０００円 １０位 

東北電力⇔北陸電力 格差 月間 ８万円 



日本テクノ株式会社 

我慢の節電から、賢い省エネへ 



“我慢の”節電から“賢い”省エネへ！ 

『我慢の』節電とは．．． 

 ・厳しい目標を立て、無理な節電を行なう 

 ・暑さ・寒さを我慢してエアコンを使わない 

 ・環境にあった明るさではない（過度な間引き）  

結果、こんな「悩み」が… 
 

 ・従業員が体調を崩す 

 ・頑張って節電したのに電気代が高い 

 ・効果検証ができず、取組みが長続きしない 

なぜ 

３．我慢の節電から、賢い省エネへ 



当社のサービス 

日本テクノ株式会社 



省エネの 
３方策 

・最適な電気料金プランの変更 
・新電力（民間等）からの最適な調達 
・太陽光、風力、バイオマス発電 

（負荷設備）照明、空調、給湯など 
（高圧設備）変圧器など 

・電気の見える化表示機器 
・ＡＳＰサービス 
・省エネのＰＤＣＡサイクル 

省エネ活動の入口                              

４－１．当社のサービス 「省エネの３方策」 

設備 
改善 

調達 
改善 

省エネ設備・機器の導入 最適な契約への変更 

運用 
改善 



時間 

kW 

目的 

そこで、エネルギー消費する設備の使い方を工夫（運用改善）する 

顧客に経済メリットを生む 

方法 

工夫の対象 

１）静脈（環境設備）：照明、空調、換気、看板等 
２）動脈（生産設備）：生産ライン、勘定系・厨房系機器等 

静脈の工夫を考えよ 

高さ(kW)＝基本料金⇒  ピークを下げる 

面積(kWh)＝従量料金⇒ 面を小さくする 

４－２．当社のサービス 「省エネのツボ」 



４－３．当社のサービス 「当社の特長」 

組織力 
（ＴＱＣ） 

商品力 
（ハード、ＡＳＰ） 

人間力 
（アフターフォロー） 

お客様と共に「継続的な取組み・定着」を実現します 

事業場のオペレーションに沿った「無理のない賢い」省エネ活動！ 

 行動の基点を逃さないお知らせ機能   

 やる気・知恵を引き出す対応スタッフ 

定期的なアフターフォロー進捗・品質管理 



項目 開店前／始業前 営業中 閉店後／終業後 

照明 

・外光を最大限に取り込む 

・部門ごとに徐々に点灯 

・部分的な間引き 

・未使用部屋の消灯 

・昼休憩時間の消灯 

・必要箇所以外消灯 

・最終退出時の消灯確認 

空調 

・室温（最低２箇所）の確認 
基準範囲外で１基On 

・状況に応じて、送風On 

・基準室温を維持できる
空調制御（台数、温度設
定、設定モード） 

・必要箇所以外Ｏｆｆ 

換気 原則Off（空調使用時） 原則Off（空調使用時） 原則Off（空調使用時） 

看板 原則Off 原則日没３０分前On 閉店（終業）後Off 

自販機 
省エネタイプに取替え 

＊メーカーに確認 

自販機内の照明Off 

 

夜間運転時間の調整 

＊メーカーに確認 

４－４．当社のサービス 「運用改善」のポイント 

◆ どの業種にも対応する環境設備等（照明、空調、換気、看板、自販機）の運用改善がベース 

【上記以外の取組み】 １．【照明】  蛍光管の拭き清掃 

２．【空調】  室内外機のフィルター清掃 

３．【換気】  目詰まりの清掃 

４．【冷蔵庫】 霜取り設定見直し（回数・タイミング） ※必ず、メーカーに確認する。 



４－５．当社のサービス 「ＰＤＣＡ」 

・自然に見る 

・大勢が見る 

・ﾀｲﾐﾝｸﾞ良く 

・見逃さない 

・警報機能 

改善点の抽出 

・３０分毎の電力ﾃﾞｰﾀ 

・ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝとの照合 

・電力ﾋﾟｰｸの要因 

・削減可能な時間帯 

行動基点の認知・ｱｸｼｮﾝ 

人員約３００名 

（販売兼ｱﾌﾀｰ） 

定期訪問により 

ﾂｰﾙ活用の説明 

や成果報告 

・業種別の運用改善 

のﾉｳﾊｳをＤＢ化 

・支援ﾂｰﾙの更新 

・ｺﾝｻﾙのＱＣ 

品質の統一・向上 活動の定着・支援 



ピピッ 

（点滅） 

（警報）→（節電行動）→（コスト削減） 

【数値化】 

目標値＋予測値 

４－６．当社のサービス ハード①：「見える化」  

【目標の進捗管理】 『月単位』 

『日単位』 

商標 Ｔ-５２７６９６９ 商標 Ｔ-５３０１９２５ 商標 Ｔ-５４０３９６２ 特許 Ｐ-４４１１３６５ 



意匠 Ｄ-１４１１１３８ 関連特許 Ｐ-４６３５１０９ 特許 Ｐ-４４１１３６５ 特許 Ｐ-４７７５７４９ 

４－７． 当社のサービス ハード②：皆に「見える化」  

動画 

PC_004.wmv


エアコン 

室内機 

照明 

４－８． 当社のサービス ハード③：「感じる化」 

商標 Ｔ-５２６４６３３ 

特許 Ｐ-４４０６４６９ 特許 Ｐ-４４４２９１５ 特許 Ｐ-４４１１３６５ 

「空調制御を行う機器」 

① 「空調」の制御 

   室外機のコンプレッサーを制御し、５分間送風状態にします。 

   夏は自然に室温が上がり、冬は自然に室温が下がります。 

② 「照明」の制御 

   １系統を１分間消灯します。 

   季節に関係なく、省エネの基点を認識できます。 

 

   □忙しい時にこそ、省エネ行動を忘れないようにしたい方 

   □自動制御で省エネを体感したい方 

   ◆ 体の感覚によって、自然に省エネの基点を認識できます。 

   ◆ 次のステップ、人の手による省エネ行動を誘導します。     



４－９． 当社のサービス ＡＳＰ①：「昨日の結果、進捗・比較管理」 

【計測データ】 ２０１２年５月９日（水） 

【比較データ】 ２０１２年５月２日（水） 



４－１０． 当社のサービス ＡＳＰ②：「携帯配信・カレンダー表示」 

◆自動メール送信 ◆１日グラフのカレンダー表示 

日 月 火 水 木 金 土 



４－１１． 当社のサービス ＡＳＰ③：「４８コマ」設定 

開店 

１１時 

閉店 

２２時 

アイドルタイム 

１４時～１７時 

目標設定 

イメージ 

目標値 

実績 

１５ 

待機電力 

（ＩＴ機器・冷蔵庫） 

開店準備 

（照明・空調・換気の起動） 

昼休み 

（非稼動拠室エリア） 

閉店処理 

（照明・空調、 

待機電力カット） 

店外看板 

（日の入り） 

特許 Ｐ-４９６２８１３ 



４－１２．当社のサービス アフターフォロー（ＡＦ） 

◆当社のアフターフォローは、提供するシステムを有効活用してコスト削減  

  して頂く為、契約期間（７年間）で「計１５回」実施される 

電話 訪問 

　

２年目以降

 【電話対応】表示モニター・ＡＳＰサービスの操作方法の説明

 【訪問対応】半年間の分析結果から削減ポイントのご提案

機器設置２年目以降
年２回（半年毎）

ＧＩＦＴ２＆３を実施

ＧＩＦＴ ２

ＧＩＦＴ ３

　　※ 立地条件（遠隔地）又はご利用者様の都合で、訪問ではなく電話対応になる
　　　場合があります。

　　　 

導入１年目

機器設置
ＧＩＦＴ

１
ＧＩＦＴ

２
ＧＩＦＴ

３

ＧＩＦＴ １  【電話対応】表示モニター・ＡＳＰサービスの操作方法の説明

ＧＩＦＴ ２  【訪問対応】半年間の分析結果から削減ポイントのご提案

ＧＩＦＴ ３  【訪問対応】１年間の効果検証報告と次年度対策のご提案

設置　１ヶ月後

設置　6ヶ月後
設置　1年後

※『ＧＩＦＴ１２３』は、日本テクノのアフターフォローの総称です。 



４－１３． 当社のサービス ＡＦ①：「ヒアリングシート」 

■企業名(事業場名）　　

■お客様担当名 様 ■営業時間 

■ヒアリング項目 ■休業日

【静脈】　

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

【動脈】

①コンプレッサー系（冷蔵庫・冷凍庫・冷ケースなど） ②ヒーター系

・ ・

・ ・

・ ・

・ ③自動販売機

・ ・

・ ・

・ ・

【その他】

① オペレーション ②当社サービスのご利用状況

・ 出退勤時刻 ・

・ 朝礼/終礼 ・

・ 昼休憩時間帯 ・

・ ・

・ シフト交替時刻 ・

・ 最終退出チェック表の記入　※コピー取得 ・

・ ・

・ 開閉店処理時間帯 ・

③DO NAVI作成の必須項目

・ エコタイム（診断時間帯) ・ エコリーダー名(巡回担当者)

・ DO CHECK項目 1) 3)

2) 4)

④デマンドピークの発生時間帯　　（　　：　　　～　　：　　　）（対策：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ヒアリングシート （省エネ意識・活動）

ヒア日付： 2012 年月日

①照明（屋内)　各スイッチごとのON・OFFのタイミングが運用改善の鍵 ②空調　温度計での室温管理が運用改善の鍵（床面1～1.5m高さの温度)

◇kW対策 ◇kW対策

水銀灯は、徐々に時差をつけて点灯実施 ○Yes　○No 出社時、休憩後など一斉同時立上げを禁止 ○Yes　○No

◇kWh対策 ◇kWh対策

スイッチと設備の対応が明確になっている ○Yes　○No スイッチと設備の対応が明確になっている ○Yes　○No

スイッチ毎に、点灯時間帯が明記されている ○Yes　○No 系統毎の起動時刻がスイッチに明記されている ○Yes　○No

未使用部屋・トイレのこまめな消灯を実施 ○Yes　○No 室内温度に基準あり　(夏　　 　　℃　/　冬　　　　 ℃) ○Yes　○No

営業開始前後の部分点灯・消灯を実施 ○Yes　○No 外気温に応じて使用台数を制限　（メイン　　　　　台) ○Yes　○No

昼休憩時の消灯実施 ○Yes　○No 運営上の理由で夜間運転の箇所がある ○Yes　○No

防犯対策で夜間点灯箇所がある ○Yes　○No 消し忘れが時々ある ○Yes　○No

間引きを実施 ○Yes　○No 室温チェックを定期実施 ※チェック表のコピー取得 ○Yes　○No

球切れチェックを実施 ○Yes　○No 室内温度計がある　（　　　箇所：　　　　　　　　　　　　) ○Yes　○No

プルスイッチを設置 ○Yes　○No サーキュレーターと併用している　（　　　　　　　　台） ○Yes　○No

電球・蛍光灯の拭き掃除を実施 ○Yes　○No 室内機のフルター清掃実施(　　　　　　　　回／月) ○Yes　○No

③換気　OFF可能な時間帯を見出す事が運用改善の鍵 ④看板（外灯）　日出入りに応じた管理が運用改善の鍵(日の入30分前点灯)

◇kW及びkWh対策 ◇kW対策

スイッチと設備の対応が明確になっている ○Yes　○No エリア毎に、徐々に時差をつけて点灯実施 ○Yes　○No

事務所・バックヤードは、営業中は常時ON ○Yes　○No ◇kWh対策

空調使用時は、OFF実施 ○Yes　○No スイッチのタイプ　　○手動 ○タイマー ○照度センサー ○ソーラースイッチ

○Yes　○No

営業時間外もON ○Yes　○No スイッチと設備の対応が明確になっている ○Yes　○No

換気扇の清掃実施　（　　　　　　　　　　　　　　回／月) ○Yes　○No 点灯時間の見直し実施 （　　　　　　　　　　　　回／月) ○Yes　○No

最終退出時の消し忘れチェック実施 ○Yes　○No 防犯対策で夜間点灯箇所がある ○Yes　○No

冷凍・冷蔵庫のフィルター清掃実施 （　　　　回／月) ○Yes　○No

前年度と冷凍機の運用を変更した ○Yes　○No

冷凍・冷蔵庫の霜取りタイマーの回数・時刻の見直し実施

荷出し中又は棚卸し中冷凍機はOFF ○Yes　○No

ヒートポンプ式の省エネ機種か

パネル照明のOFF

夜間（営業時間外）の電源のOFF

電気釜や保温給湯機を休憩時間以外に使用している

パン・ピザ焼き器の分散可動の実施○Yes　○No

冷ケースの噴出し口の清掃 （　　　　　　　回／月) ○Yes　○No

冷凍庫の温度設定 （　　　　　）度

冷ケースのナイトカバーかけ忘れチェック

スマートメーターの操作方法がわからない ○Yes　○No

スマートメーターの活用方法がわからない ○Yes　○No

デマンド通報設定値を見直した事がない ○Yes　○No

警報機付きパトライトが設置されている ○Yes　○No

スマートメーターの目標使用量の更新をしていない ○Yes　○No

人　(うち社員　　　　人）　 節電を促す通報の対応方法がわからない

　（最初　　　　：　　　　）（最終　　　　：　　　）

　　：　　　～　　：　　　/　　　 ：　　　～　　　：　　　

　　：　　　～　　：　　　/　　　 ：　　　～　　　：　　　

1日の従業員（社員)の人数

　　：　　　～　　：　　　/　　　 ：　　　～　　　：　　　

○Yes　○No

(開店　　　　：　　　　～)(閉店～　　　　：　　　　)

○Yes　○No

デマンド閲覧サービスを見た事がない ○Yes　○No

デマンド閲覧サービスの活用方法がわからない ○Yes　○No

来客数ピーク時間帯 　　：　　　～　　：　　　/　　　 ：　　　～　　　：　　　

○Yes　○No

○Yes　○No

○Yes　○No

○Yes　○No

○Yes　○No

ヒアリングシート　（オペレーション時刻）

店舗名 店 時　～ 時 （ ） 規模 （ ）

担当 様 　　

場所 時刻 0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時

照明

空調

換気

照明

空調

換気

照明

空調

換気

照明

空調

換気

照明

空調

換気

照明

空調

換気

照明

空調

換気

◇現在の省エネの取組みについて ◇今後の省エネの取組みについて

課
題

現
状

延床面積 ㎡

年　　月　　日

営業時間 階建て

省エネ意識・活動状況の把握 

（照明）（空調）（換気）（看板） 

に関する項目 

１日のオペレーションの把握 

拠室ごとの（照明）（空調）（換気） 

（看板）のＯＮ／ＯＦＦ時刻 



４－１４． 当社のサービス ＡＦ②：「分析シート」 

 【電力使用量】分析 

 傾向： 曜日による営業時間外のムラ 

 要因： 照明・空調のＯＮ／ＯＦＦ時刻 

 対策： 時間帯ごとの運用ルールの決定 

特許 Ｐ-４９７７７４５ 実用 Ｕ-３１７３４５４ 

 【デマンド】分析 

 傾向： 高い値を記録する曜日・時間帯 

 要因： 現場のヒアリングにより究明 

 対策： 運用改善によるピークシフト 



４－１５． 当社のサービス ＡＦ③：「手書きＤｏナビ」 



４－１６． 当社のサービス ＡＦ④：「Ｄｏナビ」  

当社オリジナル温度計 

エコタイム（１日１回） 

（省エネ巡回活動） 

最終退出時 

（消し忘れ防止活動） 

省エネ巡回前後の電力に 

より、省エネ活動の効果を 

実感できる→ 定着・継続 

特許 Ｐ-４５７８５６５ 

商標 Ｔ-５３２７５５９ 

実用 Ｕ-３１７２６５０ 

液晶モニター 

商標 Ｔ-５３２７５６１ 



４－１７． 当社のサービス ＡＦ⑤：「節電ポスター」 

設定値を超えると予測すると

 　　　　　　【調節】
 
 □　１Ｆ事務所　西側の空調ＯＦＦ
 □　未使用場所の消灯
 □　電気ポットのコンセントを抜く
 □　換気扇ＯＦＦ

「電話通報」※音声ガイダンス

日本テクノです
電力がオーバーしそうです

「アラーム音」

　　　　  節電アクション

電力逼迫

逼迫情報

ピーク抑制

節電要請 制御の結果電力
会社

日本
テクノ

対象
需要家

【お問合せ窓口】 最寄の営業拠点

（受付時間）平日９時～１８時　０１２０－３０８－５１２

 ●具体的な節電行動

　□ 業務用エアコンのスイッチを１～２個止める

　□ 換気扇ＯＦＦの確認

　□ 未使用部屋の消灯又は間引き

　□ 一時的に止められる電気設備の電源ＯＦＦ



日本テクノ株式会社 

導入事例 



５－１．導入事例① 

  企業名  山本パッケージ株式会社 

  業種（所在地）  製造業 （兵庫県姫路市花田町勅旨字下川２３３－１ ） 

  電気料金  月平均 約４６万円 

  削減実績  約１３６万円（１年間） ※削減率 約２５％ 

建物外観 

【導入前】 平成２２年４月分～平成２３年３月分 （１年間） 

【導入後】 平成２４年４月分～平成２５年３月分 （１年間） 

見えることで、 

取組みの成果 

がリアルタイム 

で確認できる。 

実感 

効果的な 

省エネ行動を 

取る事ができる。 

行動 
SMARTMETER                     

（電気の見える化モニター）    

警報が鳴ると、節電ボーイ
が巡回し、エアコンを消して
まわる。（５～１０分ＯＦＦ） 



５－２．導入事例① 



５－３．導入事例① 

デマンド警報設定  警報が鳴らず、こまめに警報設定値を下げた 

照明  全体の半分を間引きした 

エアコン  扇風機を設置し、エアコン稼動台数を半減させた 

よしず  南向きのシャッターをよしずで直射日光を遮った 

エアコンの室外機  段ボールで囲い、日陰を作った 

【活用事例】エアコンの稼動台数と設定温度 

調整などによる体感温度と電力値の比較等に、 

モニターを活用 



５－４．導入事例② 

  事業所名  株式会社キョーワハーツ（横浜市） 

  業種  精密金型設計・製作、精密プレス加工 

  電気料金  年間 約２３０万円（月平均 約１９万円） 

  削減実績  年間 約４３万円 ※電気代削減率 約１９％ 

工場内 

■電力使用実績 月別比較■ 

【導入前】２０１０年６月分～２０１１年５月分 

【導入後】２０１１年６月分～２０１２年５月分                                    デマンド（ｋＷ） 

【青色折線】 導入前 

【赤色折線】 導入後 

使用量（ｋＷｈ） 

【青色縦棒】 導入前
【赤色縦棒】 導入後 

約２５％削減 約２９％削減 

ｋＷ 

ｋＷｈ 



５－５．導入事例② 

終業 始業 

 

①ダクト設置 

  コンプレッサの排熱処理 

②消灯・空調ＯＦＦ（昼休憩） 

③室外機の冷却（手作り） 

④電力の見える化の活用 

  目標超過予測時に警報 

・ビニールカーテン設置 

 冷気を逃さず、暖気をカット 

・退出時のブレーカーＯＦＦ 

 待機電力カット 

■具体的な実施内容 デマンドグラフ 

【２０１０年８月１９日】 

室内にあるコンプレッサ
の上にダクトを設置 

ホースに穴をあけ、水を
室外機の天板にかける 



５－６．導入事例② 

 ２００７年に導入した「デマンド警報機」により、基本料金に係る 

 ピーク対策（ｋＷ）を実施した。従業員の意識改革に繋がった。 

お客様の声 

 ２０１１年に導入した「ＳＭＡＲＴＭＥＴＥＲ ＥＲＩＡ」により、 

 省エネ活動の取組みの効果が目で見えるようになった。 

ＳＭＡＲＴＭＥＴＥＲ ＥＲＩＡ 

（電力の見える化機器） 

１．瞬間の電力値（ｋＷ）をリアルタイムに表示 

２．待機電力（ｋＷ）を表示させ退出チェック 

３．目標率の表示バーのＬＥＤランプにより事前の節電行動 



補助金制度 

日本テクノ株式会社 



６．エネルギー管理システム導入促進事業費補助金 

  公募概要 

（事業期間） 平成２４年４月～平成２６年３月３１日 

（事業予算） ３００億円 ※平成２３年度 第三次補正予算 

（事業目的） 

   １）以下対象にＢＥＭＳの導入を促進する。 

   ２）エネルギー使用の効率化及び電力需要の抑制を図る。 

   ３）無理のない節電を進め、電力消費量の削減を図る。 

（補助対象） 

   １）原則、電力会社等との契約電力が５０ｋＷ以上～５００ｋＷ未満の 

     高圧小口需要家 （中小ビル等） 

   ２）ＢＥＭＳを導入して、１年以上のエネルギー管理支援サービスを受け、 

     電力使用量を１０％以上削減することが見込まれる事業所。 

（補助率） 設備費の３分の１、工事費の３分の１  ※上限額は、１７０万円 

   当社は、エネルギー利用情報管理運営者（ＢＥＭＳアグリゲータ）として 

   採択・登録されました。 



第三者による評価 

日本テクノ株式会社 



２００９年度  ＮＨＫ「経済ワイド ビジョンｅ」知って得するe話 出演  
 
2009年12月12日放送の特集「電気の“見える化”で省エネ指南」において、 
ゲストとして当社代表の馬本英一がゲストとして出演。省エネに関して、 
電気の“見える化”を事例に用いるなどして分かりやすく説明しています。 

番組URL http://www.nhk.or.jp/visione/e_story/2009/1212/            

７－１．第三者による評価 「テレビ放映」 

２０１１年度  ＴＶ東京 「ガイアの夜明け」 出演  
 
2011年9月13日放送で、日本テクノの取組みが紹介されました。この夏 
削減要請を受けて高まる全国的な意識の中で、「ひとりでも多くのお客様 
とともに、省エネに取組んでいきたい」そんな当社の思いが紹介された。 

番組URL http://www.tv-tokyo.co.jp/gaia/backnumber3/preview_20110913.html            

省エネの達人『企業編』 毎週水曜 夜9時54分から放送中 
 
放送局：BS ジャパン（BS デジタル 7ch テレビ東京系）  
 
2010年7月第1回放送から続いている、顧客の省エネの取組みを紹介する自社番組。 

番組URL http://www.eco-tatsujin.jp/            



２００９年度  国土交通省                        

【住宅・建築物省CO2推進モデル事業（全般部門）採択】  
（実施母体）大和ハウス工業株式会社様 

２００８年度  経済産業省                    
【中小企業の省エネ推進事業採択】  
（モデル店）カッパ・クリエイト株式会社 

かっぱ寿司大宮三橋店様   

７－２．第三者による評価 「国の事業」 

２００９年度  環境省                       
【温室効果ガス排出量の 
リアルタイム見える化モデル事業採択】 
（モデル店）トステムショールーム船橋（現：株式会社ＬＩＸＩＬ）様 

２０１０年度  環境省    
【温室効果ガス排出量『見える化』の評価・広報事業採択 】 
（モデル店）株式会社富士薬品 ドラッグセイムス竜ヶ崎店様 



その他の特長 

日本テクノ株式会社 



電力使用の運用改善による効果 

レイバーコスト削減効果試算 

  業種 人数 残業代単価 
改善前の 

レイバーコスト状況 
改善に 

向けて・・・ 
月間 年間 

事例1 スポーツ用品小売 500人 500円/15分 

・閉店後の 
 無駄なエネルギー使用 
・残業代の浪費 

閉店後の電気代消し忘
れチェック時刻を定めて
退社時間を1５分短縮 

500名×500円×20日 

＝５００万円 6,000万円 

事例2 ディーラー 300人 2,000円/１時間 

事務員、派遣スタッフ 
約３００名 
２時間位の残業 

ＤＯ－ＣＨＥＣＫで就業時
間終了後電力使用をや
める習慣をつける 

300名×4000円×24日 
＝２，８８０万円 3億4,560万円 

事例3 運輸業 10人 1,600円/１時間 
毎日約１０名 
２時間の残業 

ＤＯ－ＣＨＥＣＫで就業時
間終了後電力使用をや
める習慣を作る 

１0名×3200円×25日 

＝８０万円 960万円 

事例4 鉄鋼業 900人 800円/30分 

決められた定時はあるが
仕事量などによって残業が
ある 

決められた定時時間を
守る 

200名×800円×20日 
＝320万円 3,840万円 

削減対象が社員の場合はメガトン級の人件費削減！！！ 

住宅設備メーカー    
ショールーム 

500人 5,000円/１時間 
毎日5名が2時間の残業
×100事業所 

ＤＯ－ＣＨＥＣＫで待機電
力と退出時間管理を行う 

500名×10,000円×20日 
＝1億円 12億円 

８－１．その他の特長 「レーバーコスト（人件費：残業代）削減」 



ご清聴ありがとうございました 

日本テクノ株式会社 


